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一 「待遇 コミュニケーシ ョン教育/学 習」の実践一

担当教員 蒲谷 宏

日本語教育実践研究(1)は 、r待 遇 コミュニケーシ ョン教育/学 習」について、実

際の教育活動を通 じて研究するための クラスです。主に、中級後期か ら上級前期 にか

けての学習者 が受講す る口頭表現 クラス(口 頭表現6Aク ラス)を 実習の場 として、

学習者 の 口頭表現における表現能力(コ ミュニケーシ ョン能力)を 高め るために、ど

のよ うな教育/学 習をすれ ばよいのか を実践的 に考察 していきます。それ とともに、

具体的な教材や教育/学 習の方 法論について も検討 してい くことにな ります。

05年 度春学期の受講生 も6名 で した。04年 度秋学期 と同様 、r待遇 コ ミュニケー

シ ョン」だけではなく、「言語文化教育」、「文型 ・文法」研究室の メンバーの参加 によ

って、担 当教員、受講生相互に有益な交流の場 になった と思います。 今学期も引き続

き、学習者の 「待遇 コ ミュニケーシ ョン」能力を高 めるためには どうすれ ばよいのか、

とい う話 し合いを重ねつつ、実習 クラスでの授 業運営を進 めていきま した。

(学習者が、ある 「場面」において、「意図」を持 って、コミュニケー ションを行 う能

力 を身 にっ け、高めてい くためには、 どのよ うな授業を行 えばよいのだろ うか>と い

う課題 の解決 に向け、引き続き、①学習者の問題点 を修正する方法 としての、〈練習一

訂正一練習〉 といったロールプ レイの二段階法を どう実施す るか、②学習者の 〈r意識

化」一r実 践(練 習)」 一 「定着」>と い った流れ を どう作ってい くか、③学習者 自身

が、〈rきもち(意 図 ・様々な意識)」一rな かみ(表 現内容)」一rか たち 〔表現形式)」〉

をどのよ うに一体化 していけるのか、といった ことを実践 ・考察のためのキーワー ド・

枠組み として、取 り組んでいきま した。

今回は、 これ まで とはやや観点を異に し、チームテ ィーチングに関する考察、およ

び、実践 を通 じて導き出 した 「教訓」 とは何か、についてま とめ られた論考を掲載す

ることにな りま した。 チームテ ィーチ ングは、従来 も行 われてきた ことです が、改め

てその問題点 ・課題 が実践を通 じて考察 されています。 また、参加者 それ ぞれの実践

か ら得 られたr教 訓」を整理す ることで、様 々な課題 が浮かび上が って くる と言 えま

しょう。r待 遇 コ ミュニケーシ ョン教育/学 習」に関する課題 について、自らの具体的

な実践 によ り解決策を考 えてい くとい う姿勢 をもって、 さらに考察 を続け、検証 して

い きたい と考えています。
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